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上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている安全装置が装着されてお りません。
誤った使用方法により、事故が起こる可能性があるため、1986年（昭和61年）より自主交換を行っております。
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出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　リリットさんは、オーストリアの首都ウイー
ンの出身で、ＡＦＳ＊の留学プログラムで８月か
ら１年間勝山高等学校に留学をしています。
　留学地に日本を選んだ理由は日本語と日本の
文化を勉強してみたかった事と日本のマンガが
好きだからだそうです。
　現在、リリットさんは、勝山高等学校に通い
ながら勉強をしていて、部活動はバレーボール
部に所属されています。
　また、その英語力を活かして、時々１年生の
英語の授業を手伝ったり、友達に英語で話しか
けて英会話を楽しんだりして、すっかり日本の
高校生活に馴染んでいます。
　11月25日㈬に行われる、国際交流体験発表
会に出場するため日本語でのスピーチの練習を
一生懸命に行っているそうです。
　勝山に住んだ感想は、みんなとっても優しい、
山がきれいと思ったそうです。特にお寺や神社

がきれいで、とても大好きで気に入った場所だ
そうです。
　「これから冬の季節に入るので、勝山でスノー
ボードをやりたい！」
　留学を終えてオーストリアに帰ったら、自分
でお弁当を作ってみたい、母に日本の食べ物を
教えてお箸で食事をしたい、始めたバレーボー
ルを本格的に続けていきたいとさわやかな笑顔
で語られていました。
＊ 国際的なボランティア団体で高校生を海外に派遣する「派
遣事業」と、海外の高校生を日本に受け入れる「受入事業」
を主に行っている団体

リリット・デンク さん（16）
＝旭毛屋町＝

「勝高生活楽しい！勝山大好き！」
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Ｑ 　

あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
が

妊
娠
し
た
場
合
、
出
産
支
援
連

携
体
制
を
利
用
し
ま
す
か
（
す

す
め
ま
す
か
）
？

Ｑ 　

福
井
勝
山
総
合
病
院
の
産
婦

人
科
に
要
望
す
る
こ
と
は
な
ん

で
す
か
？

　

利
用
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

出
産
ま
で
は
同
じ
病
院
、
同
じ
医

師
が
良
い
か
ら
と
い
う
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

分
娩
の
再
開
、
土
曜
や
夕
方
の

診
療
、
い
つ
で
も
受
診
で
き
る
常

勤
医
体
制
、
助
産
師
外
来
の
充
実

を
望
む
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
参
加
者

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

福
井
勝
山
総
合
病
院
、

出
産
支
援
連
携
体
制
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

超音波検査の様子

玉村医師
助産師の方々
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分
娩
再
開

院
内
助
産
所

週
５
日
診
療
体
勢

助
産
師
外
来
充
実

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

土
曜
診
療

夕
方
診
療

医
療
機
器
充
実

病
院
施
設
充
実

ス
タ
ッ
フ
対
応

利用しない その他
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出
産
支
援
連
携
体
制
と
は

　

現
在
、
市
内
に
は
分
娩
を
扱
う

施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

福
井
勝
山
総
合
病
院
は
福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
な
ど
出
産
で
き

る
医
療
機
関
と
連
携
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で
は
出
産

支
援
連
携
体
制
を
利
用
し
た
妊
婦

さ
ん
に「
に
こ
に
こ
妊
婦
奨
励
金
」

と
し
て
10
万
円
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

妊
婦
健
康
診
査
は

福
井
勝
山
総
合
病
院
で

診
療
日
▼
火
・
水
・
金
曜
日

診 

察
医
▼
福
井
大
学
医
学
部
附
属

病
院
か
ら
派
遣
さ
れ
た
医
師
が

担
当
し
ま
す

【
安
心
ポ
イ
ン
ト
】

① 

い
ざ
と
い
う
と
き
も
安
心
の
ピ

ン
ク
フ
ァ
イ
ル

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
を
利
用
す

る
方
に
は
妊

娠
中
の
経
過

を
詳
し
く
書

い
た
ピ
ン
ク

フ
ァ
イ
ル
を

お
渡
し
し
て

い
ま
す
。

　

出
産
施
設
に
移
る
時
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
診
療
日
以
外
の
日
に

具
合
が
悪
く
な
り
、
他
の
医
療
機

関
を
受
診
す
る
際
に
も
診
察
に
必

要
な
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

② 

胎
児
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
超

音
波
検
査

　

平
成
26
年
に
新
た
に
導
入
し
た

機
械
で
、赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
し
っ

か
り
と
診
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

母
さ
ん
の
産
後
の
診
察
は
福
井
勝

山
総
合
病
院
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
、
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の

移
動
の
負
担
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

出
産
は
県
内
医
療
機
関
で

　

出
産
は
妊
婦
さ
ん
が
希
望
す
る

県
内
の
医
療
機
関
を
自
由
に
選
べ

ま
す
。

【
水
曜
担
当
、
玉
村
医
師
か
ら
の

お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト
】

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

出
産
す
る
と
、
福
井
勝
山
総
合
病

院
で
診
察
を
担
当
し
た
医
師
が
引

き
続
き
診
察
し
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
１
か
月
健
診
や
お

産
後
も
安
心

　

助
産
師
か
ら
産
後
の
過
ご
し
方

や
母
乳
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
で

は
産
後
６
か
月
ま
で
無
料
で
利
用

で
き
る
「
母
乳
相
談
利
用
券
」
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ピンクファイルピンクファイル

問 　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
8
8
8
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出産支援連携って何？
～安心して妊娠・出産するために～～安心して妊娠・出産するために～

　平成19年4月に分娩機能を停止した福井勝山総合病院は、福井大学医学部附属病院
と出産支援連携体制を構築しました。
　市では福井勝山総合病院での分娩の再開を目指して、平成27年9月25日にすこやか
にて「出産連携支援講演会」を開催し、勝山市での出産について意見を交わしました。

　

福
井
大
学
医
学
部
産
婦
人
科
学

領
域
の
吉
田
好
雄
教
授
に
よ
る
基

調
講
演
「
産
婦
人
科
の
現
状
」
で

は
、
我
が
国
の
少
子
化
を
す
す
め

る
原
因
の
一
つ
と
し
て
、「
晩
婚

化
・
晩
産
化
」
を
指
摘
し
て
い
ま

し
た
。
女
性
の
初
婚
年
齢
は
28
・

8
歳
、
初
産
年
齢
は
29
・
9
歳
と

35
年
前
を
比
べ
る
と
3
・
5
歳
遅

く
な
っ
て
い
ま
す
。
出
産
件
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
同

時
に
産
婦
人
科
医
師
を
目
指
す
人

も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
福
井
県

だ
け
で
な
く
、
全
国
で
も
産
婦
人

科
医
師
は
不
足
し
、
24
時
間
の
対

応
を
必
要
と
さ
れ
る
産
科
領
域
で

は
過
酷
な
労
働
の
実
態
が
あ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
娩
を
取
り
扱
う
施
設
に
は
最

低
2
人
の
産
婦
人
科
医
が
必
要
で

あ
り
、
最
近
で
は
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
4
人
の
方
が
発
表
し
、
会
場
か

ら
の
質
問
を
受
け
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
産
婦
人
科

外
来
で
診
療
を
担
当
し
て
い
る
福

井
大
学
医
学
部
産
科
婦
人
科
学
領

域
の
黒
川
哲
司
准
教
授
か
ら
は
、

出
産
支
援
連
携
体
制
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。「
常
勤
医
を

配
置
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
1
人

で
も
多
く
福
井
勝
山
総
合
病
院
で

妊
婦
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ぜ
ひ
福
井
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
出
産
し
て
く
だ
さ

い
。」
と
P
R
し
ま
し
た
。

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
の
兜 

正
則

院
長
か
ら
は
、
産
婦
人
科
外
来
で

の
取
り
組
み
と
、
現
在
は
使
っ
て

い
な
い
分
娩
機
能
も
い
つ
で
も
利

用
可
能
な
状
態
に
維
持
し
て
い
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

い
が
お
ら
ず
、
1
人
目
の
出
産
、

子
育
て
は
不
安
が
あ
っ
た
が
、
子

育
て
支
援
制
度
の
充
実
や
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
で
知
り
合
っ
た
人

た
ち
に
支
え
ら
れ
、
今
後
も
勝
山

に
住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。
福
井
勝
山
総

合
病
院
を
利
用
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
先
生
に
相
談
し
や
す
く
通
院

も
近
く
て
利
用
し
や
す
か
っ
た
反

面
、
こ
の
ま
ま
出
産
ま
で
同
じ
病

院
、
医
師
に
診
て
も
ら
い
た
い
と

強
く
感
じ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

山
岸
正
裕
市
長
か
ら
は
、
勝
山

市
の
出
産
数
の
減
少
や
子
育
て
世

帯
の
住
民
意
識
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
今
後
も
子
育

て
支
援
日
本
一
を
目
指
し
て
い
く

と
い
う
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。（
グ

ラ
フ
参
照
）

　

私
立
保
育
園
保
護
者
会
連
合
会

代
表
の
北
口 

円
さ
ん
か
ら
は
、
勝

山
で
の
出
産
・
子
育
て
、
出
産
連

携
の
メ
リ
ッ
ト
を
発
表
し
ま
し
た
。

県
外
出
身
だ
っ
た
た
め
、
知
り
合

産
婦
人
科
の
現
状

安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
す
る
た
め
に

出生数の推移

120

140

160

180

200
（人）

H21 H22 H23 H24 H25 H26

196

156

168
174174

147147

157157

吉田好雄教授

黒川哲司准教授

山岸正裕市長 兜 正則院長

北口 円さん

産
婦
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、
医

師
に
と
っ
て
心
身
共
に
負
担
が
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
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宇
田　

峻
也
（
26
）
元
町
２
丁
目

　

第
65
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成
年
男
子
Ａ　

10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

千
京　

尚
将
（
25
）
平
泉
寺
町
赤
尾

　

第
54
回
全
日
本
教
職
員
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

一
般
男
子
シ
ン

グ
ル
ス　

準
優
勝

石
井　

翔
子
（
25
）
栄
町
１
丁
目

　

第
65
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
成
年
女
子
Ａ　

５
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝

永
下　

尚
也
（
24
）
滝
波
町
１
丁
目

　

第
６
回
国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体
不
自

由
者
卓
球
選
手
権　

シ
ン
グ
ル
ス　

男
子
ク
ラ
ス
10　

優
勝　

他

宇
田　

崇
二
（
24
）
元
町
２
丁
目

　

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
杯
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー　

男
子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル　

優
勝　

他

宇
田　

彬
人
（
20
）
元
町
２
丁
目

　

フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト
杯
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー　

男
子
15
㎞
フ
リ
ー　

第
６

位　

他

　

学
校
文
化
賞

小
池　

達
也
（
三
室
小
１
）

　

福
井
県
恐
竜
図
画
コ
ン
ク
ー
ル　

最
優
秀
賞

宮
本　

百
合
奈
（
成
器
西
小
５
）

　

北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

フ
ル
ー
ト　

金
賞　

最
優
秀
賞　

他

宮
本　

夏
子
（
勝
山
中
部
中
１
）

　

北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

フ
ル
ー
ト　

金
賞　

最
優
秀
賞　

他

金
巻　

明
希
（
福
井
大
学
附
属
中
１
）

　

北
陸
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト　

フ
ル
ー
ト　

金
賞　

最
優
秀
賞　

他

　

学
校
ス
ポ
ー
ツ
賞

山
内　

美
佳
（
勝
山
南
部
中
２
）

　

第
47
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス
キ
ー

大
会　

フ
リ
ー
女
子
３
㎞　

優
勝　

他上
山　

龍
之
介
（
勝
山
高
１
）

　

第
47
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス
キ
ー

大
会　

フ
リ
ー
男
子
5
㎞　

第
２
位

黒
田　

夏
美
（
勝
山
高
１
）

　

第
47
回
東
海
北
陸
中
学
生
ス
キ
ー

大
会　

ク
ラ
シ
カ
ル
女
子
３
㎞　

優

勝

貞
光　

和
（
大
学
生
）

　

第
65
回
中
部
日
本
ス
キ
ー
大
会
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　

少
年
女
子　

ク

ラ
シ
カ
ル
５
㎞　

第
２
位　

他

木
田　

恋
菜
（
荒
土
小
５
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
北
信
越
予
選
会　

４

年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
２
位

斉
藤　

ひ
ま
り
（
成
器
南
小
５
）

國
吉　

穂
乃
叶
（
成
器
南
小
５
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
北
信
越
予
選
会　

４

年
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

三
觜　

悠
人
（
成
器
南
小
５
）

幸
河　

大
空
（
成
器
南
小
５
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
北
信
越
予
選
会　

４

年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

中
野　

文
哉
（
成
器
南
小
６
）

南
茂　

斗
羽
（
成
器
南
小
６
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

５
年
男
子
ダ
ブ
ル

ス　

第
３
位　

他

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

６
年
男
子
チ
ー
ム

　

平
成
26
年
度
北
信
越
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
６
年
男
子
団
体　

準

優
勝　

他

勝
山
チ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
ジ
ュ
ニ
ア

４
年
女
子
チ
ー
ム

　

平
成
26
年
度
北
信
越
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
４
年
女
子
団
体　

優

勝　

他

中
村　

舜
（
勝
山
南
部
中
１
）

木
田　

悠
斗
（
勝
山
南
部
中
１
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会　

６
年
男
子
ダ
ブ
ル

ス　

優
勝　

他

幸
河　

優
輝
（
勝
山
南
部
中
１
）

西
出　

陸
（
福
井
中
１
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
北
信
越
予
選
会　

６

年
男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

斎
藤　

ひ
な
た
（
勝
山
南
部
中
１
）

山
下　

夢
生
（
勝
山
北
部
中
１
）

　

第
23
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
北
信
越
予
選
会　

６

年
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

藤
澤　

敏
生
（
勝
山
高
３
）

葛
葉　

朋
彦
（
勝
山
高
３
）

　

第
67
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第

２
位

鍵
谷　

由
輝
（
勝
山
高
３
）

谷
口　

雄
祐
（
勝
山
高
３
）

　

第
43
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
３
位

山
口　

茜
（
勝
山
高
３
）

　

第
66
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

女
子
シ
ン
グ
ル

ス　

優
勝
（
３
連
覇
）　

他

鈴
木　

咲
貴
（
勝
山
高
３
）

　

第
43
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝　

他

勝
山
高
等
学
校男

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
38
回
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

男
子
団
体　

第
３
位

勝
山
高
等
学
校女

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

第
66
回
全
国
高
等
学
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

女
子
団
体　

第

３
位　

他
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平成27年度 勝山市教育委員会表彰

　

教
育
会
館
に
お
い
て
11
月
３
日
、

文
化
や
学
校
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
53
の
個
人

お
よ
び
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
、
敬
称

略
）

※ 

児
童
、
生
徒
の
表
彰
は
各
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た

問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会
館
２
階
）

　

☎
88
‐
８
１
１
１

　

文
化
賞

小
林　

太
一
（
82
）
沢
町
２
丁
目

　

多
年
に
わ
た
り
俳
句
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

松
田　

正
道
（
79
）平

泉
寺
町
平
泉
寺

　

多
年
に
わ
た
り
市
の
花
さ
つ
き
の

普
及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献

さ
れ
て
い
る
。

佐
野　

光
臣
（
74
）
鹿
谷
町
矢
戸
口

　

多
年
に
わ
た
り
貴
重
な
文
化
財
の

研
究
と
そ
の
保
護
に
努
め
、
文
化
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
る
。

　

文
化
功
労
賞

柳
町　

邦
子
（
73
）
元
町
１
丁
目

　

多
年
に
わ
た
り
短
歌
の
指
導
と
普

及
に
尽
力
し
、
文
化
向
上
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
。

竹
内　

敏
子
（
73
）
鹿
谷
町
東
遅
羽
口

　

多
年
に
わ
た
り
書
道
の
普
及
に
尽

力
し
、文
化
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
教
育
功
労
賞

石
倉　

玲
子
（
50
）荒

土
町
堀
名
中
清
水

　

英
語
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り
組

み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　

学
校
教
育
奨
励
賞

中
村　

優
理
恵
（
48
）
村
岡
町
暮
見

　

家
庭
科
教
育
と
特
別
支
援
教
育
の

指
導
実
践
に
取
り
組
み
、
学
校
教
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

齋
藤　

英
市
（
40
）
元
町
２
丁
目

　

理
科
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り
組

み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

大
谷　

泰
子
（
39
）
昭
和
町
１
丁
目

　

音
楽
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り
組

み
、
学
校
教
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　

学
校
保
健
奨
励
賞

池
田　

明
美
（
56
）
本
町
１
丁
目

　

健
康
教
育
の
指
導
実
践
に
取
り
組

み
、
学
校
保
健
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
。

　

社
会
体
育
功
労
賞

新
門　

潔
（
66
）
遅
羽
町
嵭
崎

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

小
林　

玲
子
（
68
）
沢
町
２
丁
目

　

多
年
に
わ
た
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社
会
体
育

の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

坂　

利
子
（
66
）
平
泉
寺
町
平
泉
寺

　

多
年
に
わ
た
り
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
指
導
と
普
及
に
尽
力
し
、
社

会
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞

山
口　

茜
（
18
）
平
泉
寺
町
小
矢
谷

　

Ｂ
Ｗ
Ｆ
ワ
ー
ル
ド
ス
ー
パ
ー
シ

リ
ー
ズ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ
２
０
１
４　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
３
位　

他

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

髙
野　

一
男
（
59
）
村
岡
町
浄
土
寺

　

第
31
回
全
日
本
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会　

55
歳
以
上
男
子

ダ
ブ
ル
ス　

準
優
勝

毛
利　

直
美
（
46
）
荒
土
町
新
保

　

第
67
回
中
部
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

選
手
権
大
会　

40
歳
以
上
女
子
ダ
ブ

ル
ス　

準
優
勝
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新しい農業委員が決定新しい農業委員が決定
　任期満了に伴い、新しい農業委員18人が改選されました。
　9月29日に、初の総会が開かれ、会長や職務代理者、各委員
長のほか、担当地域などが決まりました（下記の表参照）。 
問　農業委員会事務局（市役所１階）☎88 ｰ 8115 職務代理者

中村　栄治氏
会　長

松村　勘兵衛氏

地　区 職　名 氏　名 担　　当　　地　　域
勝　山 北山　謙治 元町 昭和町 旭町 立川町 本町 栄町 沢町 芳野町

猪野瀬 山口　拓雄 猪野口 若猪野 高島 西高島 毛屋 毛屋町 猪野 片瀬 片瀬町 旭毛屋町 
岡横江

平泉寺 農政副委員長 山内百合子 大渡 壁倉 岩ケ野 大矢谷 小矢谷 経塚 上野
農地副委員長 辻　総八郎 平泉寺 赤尾 笹尾 神野

村　岡 伹川よし子 滝波町 郡町 長山町
前田　壽夫 五本寺 黒原 栃神谷 暮見 寺尾 浄土寺

北　谷 加藤　駒幸 中尾 北六呂師 河合 木根橋 小原 谷 杉山 中野俣

野　向 久保　晴空 竹林 聖丸 深谷 薬師神谷 
吉川　　豊 竜谷 牛ケ谷 北野津又 横倉 

荒　土
職務代理者 中村　栄治 妙金島 堀名 中清水 伊波 北宮地 松ヶ崎

鈴木佐智江 松田 田名部 布市 清水島 北新在家 新保
下牧　一郎 境 戸倉 西ヶ原 新道 細野口 別所

北　郷 大谷　健一 西妙金島 檜曽谷 新町 志比原 上森川 下森川 東野 伊知地 坂東島 上野

鹿　谷
会　長 松村勘兵衛 北西俣  西遅羽口 東遅羽口 矢戸口
農地委員長 牧野　元惠 西光寺 保田 保田出村 発坂

吉田　新一 杉俣 志田 本郷

遅　羽 農政委員長 松山　隆重 中島 千代田 比島  大袋 新道
齋藤ひと美 蓬生 北山 嵭崎 下荒井   

（敬称略）

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況
（
上
半
期
）

期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日

【
業
務
の
概
要
】

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
２
４
万

㎥
、
給
水
収
益
は
１
億
７
２
１
６

万
円
（
前
年
度
比
１
・
14
％
減
）

と
前
年
度
よ
り
微
減
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
度
上
半
期
と
比
較
す
る

と
、
家
庭
用
お
よ
び
工
業
用
の
給

水
量
、
給
水
収
益
と
も
に
減
少
し

て
お
り
、
家
庭
用
に
つ
い
て
は
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
の
概
況
】

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し

て
安
全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
勝
山
市
上
水
道
第
８
次

拡
張
事
業
変
更
事
業
計
画
に
基
づ

き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ

び
業
務
委
託
の
契
約
状
況
は
２
２

５
１
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
拡
張
事
業

• 

国
道
１
５
７
号
配
水
管
布
設
工

事
に
伴
う
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
そ
の
１
（
北
谷
町
木
根
橋

地
係
ほ
か
）

• 

国
道
１
５
７
号
配
水
管
布
設
工

事
に
伴
う
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

工
事
そ
の
２
（
北
谷
町
木
根
橋

地
係
ほ
か
）

• 

黒
原
区
内
配
水
補
助
管
布
設
工

事
（
村
岡
町
黒
原
地
係
）

◆
改
良
事
業

• 

木
根
橋
水
源
地
管
理
道
路
舗
装

工
事
（
北
谷
町
木
根
橋
地
係
）

• 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

１
（
本
町
１
丁
目
地
係
ほ
か
）

• 

地
上
式
消
火
栓
設
置
工
事
そ
の

２
（
郡
町
１
丁
目
地
係
ほ
か
）

• 

市
道
７
‐
76
号
線
配
水
補
助
管

布
設
替
工
事
（
立
川
町
１
丁
目

地
係
ほ
か
）

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９ 
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不
法
投
棄
を
０
（
ゼ
ロ
）
に
！

　

ご
み
（
廃
棄
物
）
を
河
川
や
山

林
、
空
地
、
道
路
わ
き
の
茂
み
な

ど
に
捨
て
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

　

法
人
な
ど
の
事
業
活
動
に
伴
い

出
る
産
業
廃
棄
物
は
も
ち
ろ
ん
、

私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
一
般
廃

棄
物
で
あ
っ
て
も
み
だ
り
に
捨
て

る
こ
と
は
廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
に
違
反
し
て
ご
み
を

捨
て
た
場
合
は
、
法
人
な
ど
の
場

合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
が
、
個

人
の
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役
も

し
く
は
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
で
し
ば
し
ば
見
か
け
ら
れ

る
次
の
事
例
も
、
ご
み
の
不
法
投

棄
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

止
め
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

自
分
の
所
有
地
で
あ
っ
て

も
ご
み
を
投
棄
す
る
こ
と
、

埋
め
る
こ
と

◎
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て

◎ 

道
路
や
駐
車
場
わ
き
の
草

む
ら
、
水
路
へ
の
ご
み
の

投
げ
捨
て

　

ま
た
、
土
地
を
管
理
し
て
い
る

方
は
、
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
り
、
草

刈
り
を
し
た
り
し
て
他
人
が
立
ち

入
り
に
く
く
、
ご
み
を
捨
て
に
く

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
時
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

機関名 電話番号
不法投棄110番
県循環社会推進課 0776－20－0584

奥越健康福祉セン
ター県環境衛生課 66－2076

勝山警察署 88－0110
環境政策課 88－8104

みんなで築こう　人権の世紀
～考えよう相手の気持ち　～考えよう相手の気持ち　

育てよう　思いやりの心～育てよう　思いやりの心～
◆第67回人権週間
　12月4日㈮
　　　～10日㈭
　勝山サンプラザで街
頭啓発を行います。
と　き▶11月30日㈪
　　　　午前11時～
※成器南幼稚園の園児も参加します

　人権問題でお悩みの方はひとりで悩まずに、ご相
談ください。

みんなの人権110番
0570 ｰ 003 ｰ 110

（受付時間：平日午前8時30分～午後5時15分）

12月10日㈭～16日㈬は、
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
　平成18年6月、「拉
致問題その他北朝鮮当
局による人権侵害問題
への対処に関する法
律」が施行され、毎年
12月10日から16日ま
でを「北朝鮮人権侵害
問題啓発週間」とする
こととされました。
　拉致問題の解決を始
めとする北朝鮮当局に
よる人権侵害問題への
対処は、国際社会を挙げて取り組むべき課題であり、
私たちがこの問題についての関心と認識を深めてい
くことが大切です。
政府　拉致対策本部　http://www.rachi.go.jp
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福井しあわせふくい元気国体・大会
会期決定！

　

国
体
推
進
室
で
は
、
３
年
後
の

「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
」
国
体
・

大
会
の
開
催
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
活
動
も
そ
の
ひ

と
つ
で
、
は
ぴ
ね
す
ダ
ン
ス
（
国

体
ダ
ン
ス
）
の
普
及
の
た
め
に　

６
月
に
ダ
ン
ス
メ
ン
バ
ー
を
公
募

し
、
５
歳
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
50

人
か
ら
な
る
チ
ー
ム
「
デ
ィ
ノ　

フ
レ
ン
ズ
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

８
月
の
「
野
向
町
ふ
る
さ
と
夏

祭
り
」
を
皮
切
り
に
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

ダ
ン
ス
で
元
気
と
笑
顔
を
皆
さ
ま

に
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
活
動
へ
の
参
加
は
い
つ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

今
年
も
12
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

に
は
、「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
５
in
サ

ン
ド
ー
ム
福
井
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 　

国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
教
育

会
館
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し

込
ま
れ
て
い
る
正
社
員
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
求
人
が
増
え
て
お
り
、

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
持
っ
て
い
る
職
業
経
験
や
能

力
を
、
も
う
一
度
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

就
職
支
援サ

ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

　

就
職
支
援
の
一
環
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
野
で
次
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
求
人
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
は
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ

や
ま
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

求
人
情
報
の
提
供

• 

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
県
内
す

べ
て
の
求
人
を
閲
覧
可
能

• 

奥
越
求
人
情
報
誌
「
わ
く
わ
く

ワ
ー
ク
」
の
発
行
、
配
布

• 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
で
求
人
情
報
が
検

索
可
能

模
擬
面
接
体
験

• 

民
間
企
業
で
人
事
労
務
経
験
豊

富
な
面
接
官
に
よ
る
実
践
的
な

模
擬
面
接
を
体
験
、
指
導

応
募
書
類
の
書
き
方

• 

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
の
作
成

指
導

職
業
訓
練

• 

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能

や
知
識
を
習
得
す
る
職
業
訓
練

※ 

訓
練
の
受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費

が
必
要
で
す

心
の
健
康
相
談

• 

経
験
豊
か
な
臨
床
心
理
士
が
対

応
・
相
談

申 
・
問　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
88
‐
１
２
８
６
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勝山左義長まつり勝山左義長まつり
平成28年２月27日（土）～28日㈰開催！

申・問　勝山左義長まつり実行委員会（市役所２階　観光政策課内）☎88 ｰ 8117

第4回絵行燈用の川柳募集 おはやし講習会参加者募集
　応募要項をご覧のうえ、ハガキ、Webまたは応
募用紙に作品、住所、氏名、電話番号などを明記し、
下記までご応募ください。入賞作品は絵行燈とな
り、左義長まつり当日に飾られます。
※ 応募点数に制限はありませんが、1通につき3点
以内とします
応募先▶〒911-8501 勝山市元町1-1-1
　　　　勝山市役所観光政策課　宛
応募要項：http://www.city.katsuyama.fukui.jp

/kankou/andon/top.htm
応募締切▶
　平成28年1月7日㈭
　（当日消印有効）
そ の他▶入賞作品の著
作権は勝山市に帰属
します
※ 写真は第3回の椎名誠
賞受賞作品

と　き▶11月30日～ 2月15日の毎週月曜日
　　　　午後7時30分～ 9時
　　　　全10回(12月28日、１月4日は休講)
　　　　※ 11月30日㈪は午後7時より開講式を行

います
ところ▶市民会館ロビー　他
受講料▶無料（要申込）
その他▶笛、太鼓バチはご持参ください

宝くじの助成金で
コミュニティ活動の
備品を整備しました

【下荒井区】
　このたび、宝くじの助成金で音響機器や除雪
機などの備品整備を行いました。運動会など地
区行事の賑わい創出や冬季の安全・安心の確保
を図るために活用していきます。

11月25日㈬～ 12月1日㈫は

「犯罪被害者週間」「犯罪被害者週間」
　犯罪被害にあうということ。家族や大事な人が
受ける痛みや心の傷について、今一度考えてみて
ください。
　ひとりひとりが寄り添う心を持ち、理解するこ
とで、地域・社会に思いやりの輪を広げましょう。

　被害に遭われた方は、一人で悩まず勇気を出し
てご相談ください。相談・支援は無料です。

福井被害者支援センター
0120－783－892

受付時間▶平日　午前10時～午後4時

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
ギュっとちゃん

思いやり
　あなたと
　　地域と
　　　社会から
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ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

青
少
年
健
全
育
成
啓
発

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
大
森
涼
香（
勝
山
南
部
３
）

山
内
茜
（
勝
山
中
部
２
）
横
山

紘
羽
（
勝
山
中
部
１
）
笠
松
青

夏
（
北
郷
５
）
清
水
蓮
人
（
北

郷
２
）

銀 

賞
▼
橋
爪
瑞
貴（
勝
山
中
部
３
）

永
井
ひ
か
り
（
勝
山
南
部
２
）

大
谷
慶
喜
（
勝
山
中
部
１
）
田

中
優
花
（
北
郷
５
）
牧
野
真
士

（
鹿
谷
４
）山
王
楓
香（
鹿
谷
４
）

田
中
優
香
（
北
郷
１
）
土
田
愛

大
（
荒
土
１
）
鈴
木
陽
介
（
荒

土
１
）

銅 

賞
▼
織
田
雪
華（
勝
山
中
部
３
）

根
賀
小
都
音
、村
山
ア
ツ
シ（
勝

山
南
部
２
）
林
い
づ
み
（
勝
山

中
部
１
）
江
守
慶
（
勝
山
南
部

１
）
笠
塚
暁
貴
（
北
郷
6
）
笠

松
光
稀
（
北
郷
５
）
佐
美
亮
、

吾
田
杏
奈
（
鹿
谷
４
）
木
下
ゆ

き
（
北
郷
３
）
木
下
詩
音
（
北

郷
２
）
三
井
壱
虎
、
島
田
優
杏

（
荒
土
１
） 

「
恐
竜
を
描
こ
う
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
木
下
桃
子
（
野
向
１
）

玉
木
美
有
（
成
器
西
６
）
福
島

夏
生（
荒
土
５
）瀧
本
碧
依（
野

向
４
）
上
山
京
柊
（
成
器
西
３
）

髙
田
飛
斗
（
野
向
２
）
前
川
穂

高
（
鹿
谷
保
・
年
長
）
松
村
遼

太
朗
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

銀 

賞
▼
松
田
大
夢
、
坂
上
奈
津
実

（
平
泉
寺
６
）
石
上
誠
大
（
成

器
西
５
）
笠
羽
秀
恵
（
荒
土
５
）

石
井
颯
人
（
荒
土
４
）
古
川
陽

夏
（
成
器
西
４
）
西
山
朔
太
郎

（
荒
土
３
）
田
中
煌
己
、
木
下

惺
渚（
野
向
２
）沼
田
健
慎（
成

器
西
２
）
古
澤
丈
典
（
野
向
１
）

酒
井
悠
真
（
鹿
谷
１
）
木
村
薫

（
松
文
保
・
年
長
）北
坂
閃
理（
平

泉
寺
保
・
年
長
）
濱
上
怜
三
（
中

央
保
・
年
中
）

銅 

賞
▼
山
内
拓
海（
野
向
６
）佐
々

木
弥
法
（
成
器
西
６
）
増
永
緒

美
（
荒
土
６
）
森
下
喬
祐
、
木

村
匠
、
長
谷
川
大
、
宮
本
百
合

奈（
成
器
西
５
）根
賀
幸
夏（
成

器
南
４
）
松
村
和
晃
、
上
野
未

陽
（
北
郷
４
）
谷
口
青
（
成
器

西
４
）
桐
嶋
皇
裕
、
神
下
力
紀

（
野
向
３
）木
下
知
輝（
村
岡
３
）

岡
田
芽
依
（
成
器
西
３
）
畑
中

雫
、
瀧
本
希
美
（
野
向
２
）
島

田
拓
磨（
鹿
谷
２
）根
津
陽（
成

器
南
１
）
山
澤
尚
斗
（
野
向
１
）

玉
木
陽
向
（
白
木
保
・
年
長
）

岡
田
旺
大
（
中
央
保
・
年
長
）

松
井
結
人
（
野
向
保
・
年
中
）

松
澤
武
彦
、
谷
口
大
雅
、
宇
佐

美
翔
大
（
鹿
谷
保
・
年
中
）

※ 

ど
ち
ら
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
勝
山

市
の
入
賞
者
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

全国地域安全運動中央大会
社会安全貢献賞受賞

健やか親子21全国大会
厚生労働大臣表彰受賞

　9月24日㈭に東京都の明治記念館で開催
された見出しの大会で、児童の登下校を見
守る市民団体「マイタウン・かっちゃま子
ども見守り隊」が全国防犯協会連合会の社
会安全貢献賞を受賞され、市長に報告を行
いました。

　10月8日㈭に神奈川県横浜市で開催され
た見出しの大会で、勝山市の保健推進員を
務めている立平孝子さん（62）が、長年の
活動により厚生労働大臣表彰を受賞され、
市長に報告を行いました。
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

地
震
、
火
山
噴
火
、
豪
雪
・
豪
雨
な

ど
の
自
然
現
象
は
、
地
球
の
活
動
に
よ

り
も
た
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
自
然
現
象
を

人
が
止
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
し

か
し
、
解
明
さ
れ
て
い
く
地
球
科
学
の

研
究
成
果
、
過
去
の
災
害
や
自
分
た
ち

の
地
域
の
自
然
を
学
び
、
対
応
す
る
こ

と
や
備
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
大

切
な
こ
と
で
す
。
今
回
は
、
私
た
ち
が

住
む
勝
山
で
の
自
然
災
害
の
一
端
を

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
勝
山
の
大
地
が
伝
え
る
自
然
災
害

　

勝
山
の
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
で
自
然

災
害
の
痕
跡
が
分
か
る
例
と
し
て
、
大

矢
谷
白
山
神
社
境
内
に
あ
る
巨
大
岩
塊

や
平
泉
寺
町
赤
尾
付
近
の
流
れ
山
地
形
、

壁
倉
の
樫か
し
が
か
べ

ケ
壁
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
地
形
・
地
質
遺
産
は
、
い
ず
れ
も
数

万
年
前
に
経
ヶ
岳
火
山
（
現
在
の
保
月

山
）
の
山
体
崩
壊
に
よ
り
で
き
た
地
形

で
す
。
当
時
は
ま
だ
人
間
は
居
住
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
災
害
と
な

り
得
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

　
一
方
、
女
神
川
が
九
頭
竜
川
と
合
流

す
る
付
近
に
「
雄
岩
、
雌
岩
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
岩
塊

が
あ
り
ま
す
。

　

１
７
２
６
年

（
享
保
11
年
）、

女
神
川
上
流
で

春
先
の
雪
解
け

洪
水
に
よ
っ
て

土
石
流
が
発
生

し
流
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
大
き
な
岩
塊
と
と
も
に
大
量

の
土
砂
が
当
時
の
猪
野
口
村
を

襲
い
、
多
く
の
死
者
が
で
て
家

屋
の
ほ
と
ん
ど
が
跡
形
も
な
く

流
さ
れ
た
災
害
は
『
猪
野
口
な

が
れ
』
と
呼
ば
れ
、
勝
山
の
災
害
史
と

し
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
見
つ
め
よ
う
身
近
な
大
地
を

　

村
岡
地
区
で
は
「
む
ろ
こ
女
性
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
、
村
岡
地
区
の
大
地
の
成

り
立
ち
を
自
分
た
ち
で
探
り
、
そ
の
検

証
に
も
と
づ
い
た
防
災
ク
イ
ズ
な
ど
を

作
成
し
、
村
岡
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
地
道
な
取
り
組
み
は
、
ジ
オ
パ
ー

ク
と
災
害
の
観
点
か
ら
モ
デ
ル
的
な
取

り
組
み
と
言
え
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第16回－　ジオパークから見た自然災害－第16回－　ジオパークから見た自然災害

合宿通学での防災クイズの様子

猪野口の雄岩猪野口の雄岩
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Popoki
  Column
Popoki
  Column

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
際
交
流

員
の
ナ
ン
シ
ー
で
す
。
最
近
は
と
て
も

良
い
秋
晴
れ
の
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

ハ
ワ
イ
の
「
冬
」
と
似
て
い
ま
す
。

　

私
の
勝
山
の
生
活
の
中
で
、
最
も
市

民
の
皆
さ
ん
と
頻
繁
に
交
流
を
し
て
い

る
の
が
「
英
会
話
教
室
」
で
す
。
昨
年

の
９
月
か
ら
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
、
英
語
学
習
と
聞
く
と
文
法
や

リ
ス
ニ
ン
グ
を
想
像
し
ま
す
が
、
私
の

英
会
話
教
室
で
は
ス
ピ
ー
チ
を
し
た

り
、
音
楽
を
通
し
て
英
語
を
楽
し
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
英
語
能
力
を
高
め
る

こ
と
以
上
に
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

あなたも英会話教室に参加しませんか？

英会話教室でポ
（持ち寄り） 
ットラックパーティー

　

英
会
話
教
室
に
参
加
す
る
の
に
英
語

能
力
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
加
者

に
は
海
外
で
の
生
活
・
留
学
経
験
者
や
、

外
国
の
映
画
や
音
楽
に
興
味
を
持
ち
英

語
を
勉
強
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

外
国
の
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
参
加
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

特
に
ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
の
文
化
や

習
慣
、
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
参
加
者

と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
私
も
日
本

人
の
考
え
を
知
り
、
日
本
、
福
井
、
勝

山
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
言
語
能

力
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
上
手
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
相
手
の
国
・
地
域
の
習
慣

や
考
え
方
を
知
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
の
で

す
。

　

英
語
以
外
に
外
国
の
文
化
に
つ
い
て
学

び
た
い
と
思
う
方
は
、
ぜ
ひ
英
会
話
教
室

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

ナンシーの英会話教室
と　き▶毎週月曜日
　午後7時～ 8時30分
　※祝日・年末年始は除く
ところ▶教育会館
対　象▶20歳以上の市民
　参加費無料・申込不要
です。詳しくは左記まで
お問い合わせください。
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弦楽三重奏が響き渡る
■10月29日　市民会館

　ふれあいミニコンサートが行われ、ご両親が勝山
在住の笠川恵さんがヴィオラを演奏されました。会
場が一体となってリズムのゲームをするコーナーも
あり、楽しいコンサートになりました。

喜界島の地で浮く！！
■11月８日　鹿児島県大島郡喜界町

　第30回国民文化祭の郷土芸能フェスティバルで勝
山左義長ばやし保存会が出演しました。左義長ばや
しの熱いステージに観客は魅了されていました。

うまいもんで大盛況
■10月24・25日　越前大仏門前町

　2015勝山うまいもん祭が2日間にわたり開催さ
れ、秋の味覚を求める大勢の人で賑わいました。

50万本の花咲く
■10月11日　野向町薬師神谷

　のむきコスモスまつりが盛大に開かれました。アト
ラクションやあったか汁のふるまいなどもあり４００
人以上のお客さまが来場しコスモスが咲いている風
景を楽しんでいました。

新体育館完成間近！
■10月４日　昭和町

　新体育館建設工事現場見学会が行われ、４班体制
で、125人の方々が新体育館の建設現場を見学されま
した。

越前大仏周辺賑わう
■10月４日　越前大仏周辺

　秋晴れのもと、勝山産業フェアをはじめとする各
種イベントが行われ、たくさんの人出があり賑わいま
した。

広報かつやま11月号 №732 　　 12

　

広
く
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
審
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

①
勝
山
市
総
合
行
政
審
議
会

　

勝
山
市
総
合
計
画
に
関
す
る
事

項
お
よ
び
勝
山
市
の
重
要
事
項
な

ど
、
市
の
政
策
推
進
な
ど
に
関
す

る
こ
と

②
勝
山
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会

　

勝
山
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
お
よ
び
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
関
す
る
重
要
事
項
の
調
査
審
議

な
ど
に
関
す
る
こ
と

募 

集
人
数
▼
①
・
②
と
も
男
女
各

１
人
（
計
２
人
ず
つ
）

任 　

期
▼
２
年
（
平
成
28
年
１
月

下
旬
に
委
嘱
予
定
）

会 　

議
▼
年
５
回
程
度
（
平
日
の

夜
に
開
催
予
定
）

応 

募
方
法
▼
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
持
参
、
郵
送
、

メ
ー
ル
に
て
担
当
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い

応
募
締
切
▼
12
月
４
日
㈮

※ 

募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
で
き
ま
す

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

2
階
） 

☎
88
‐
１
１
１
５

　

今
年
度
最
後
の
朝
市
で
す
。
日

頃
の
感
謝
を
込
め
、
荒
土
町
の
新

鮮
野
菜
の
ふ
る
ま
い
鍋
を
し
ま
す

の
で
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
野
菜
な
ど
の
加
工
品
も

販
売
い
た
し
ま
す
。

と　

き
▼
11
月
21
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

と
こ
ろ
▼
荒
土
公
園
そ
ば（
南
側
）

問　

荒
土
公
民
館☎

89
‐
２
１
１
７

と　

き
▼
11
月
28
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か
多
目
的
ホ
ー
ル

講 　

演
▼
知
っ
て
お
き
た
い
放
射

線
基
礎
知
識

講 　

師
▼
佐
藤
久
志
氏
（
福
島
県

立
医
科
大
学
助
教
）

※ 

そ
の
他
、
各
省
に
よ
る
行
政
の

取
組
説
明
、
意
見
交
換
を
行
い

ま
す

定　

員
▼
１
０
０
人

参
加
費
▼
無
料

申
込
締
切
▼
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

※
チ
ャ
イ
ル
ド
ル
ー
ム
設
置
あ
り

申 
・
問　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
１
階
） 

☎
88
‐
8
1
0
3

　

借
金
・
多
重
債
務
・
家
計
に
つ

い
て
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
司
法
書
士
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。（
予
約
優
先
）

と　

き
▼
12
月
３
日
㈭

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
▼
市
役
所　

相
談
室

※ 

で
き
れ
ば
詳
細
が
わ
か
る
も
の

（
通
帳
、
請
求
書
な
ど
）
を
ご

持
参
く
だ
さ
い

申 
・
問　

市
消
費
者
セ
ン
タ
ー（
市

役
所
１
階
） 

☎
88
‐
８
１
０
３

と　

き
▼
12
月
８
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
商
工
会
館

内 　

容
▼
特
許
権
、
商
標
権
、
意

匠
権
、
著
作
権
、
実
用
新
案
権

な
ど
の
知
的
財
産
権
に
関
す
る

相
談

相 

談
員
▼
（
一
社
）
福
井
県
発
明

協
会　

知
財
専
門
家
（
弁
理

士
）、知
的
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

申 
・
問　

勝
山
商
工
会
議
所

 

☎
88
‐
０
４
６
３

夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
日

と　

き
▼
12
月
１
日
（
火
）

午
後
５
時
〜
７
時

と 

こ
ろ
▼
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
大
野
市
天
神
町
）

※ 

相
談
・
検
査
は
無
料
、
事
前
の

予
約
不
要

問　

奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
66
‐
2
0
7
6

試
験
日
▼
11
月
24
日
㈫

と
こ
ろ
▼
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ

試 

験
種
目
▼
筆
記
試
験
、
口
述
試

験
、
適
性
検
査
お
よ
び
身
体
検

査
応 

募
資
格
▼
日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
平
成
28

年
４
月
１
日
現
在
）
の
男
子

申
込
締
切
▼
11
月
19
日
㈭

午
後
３
時
ま
で

申 
・
問　

自
衛
隊
大
野
地
域
事
務

所 

☎
65
‐
6
3
2
5

審
議
会
委
員
の
公
募

あ
ら
ど
朝
市ふ

る
ま
い
鍋

食
品
に
関
す
る
リ
ス
ク

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

多
重
債
務
者無

料
相
談
会

商
標
・
特
許
相
談

（
無
料
）

12
月
１
日
は
「
世
界

エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す

平
成
28
年
春
採
用

自
衛
官
募
集

　

10
月
22
日
㈭
発
行
の
広
報
か
つ

や
ま
お
知
ら
せ
版
10
月
号
の
内
容

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

•
２
ペ
ー
ジ
右
最
下
段

勝
山
公
民
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

誤 　

矢
戸
京
子
さ
ん
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
着
物
展

正 　

矢
戸
和
子
さ
ん
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
着
物
展

•
４
ペ
ー
ジ
最
下
段

「
勝
山
年
の
市
」
出
店
者
募
集

誤 　
申
・
問　

勝
山
本
町
通
り
商

店
街
振
興
組
合
（
玉
木
）

　

０
９
０
‐
８
２
６
９
‐
８
２
５
９

正 　
申
・
問　

勝
山
本
町
通
り
商

店
街
振
興
組
合
（
玉
木
）

　

０
９
０
‐
８
２
６
９
‐
８
５
２
９

※ 

ま
た
申
込
締
切
を
11
月
30
日
㈪

ま
で
延
長
し
ま
す

2016勝山市公式カレンダー
販売中

価　格▶1,500円（税込）
申・問　観光政策課　☎88 ｰ 8117

各種お知らせ
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猪
野
瀬
村
役
場
跡

龍
東
小
学
校
跡
記
念
碑

　

こ
の
碑
は
若
猪
野
区
を
流
れ
る
大
用
水
の
東

に
、
猪
野
瀬
町
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
よ
り
、

平
成
16
年
に
建
て
ら
れ
た
。
前
半
部
は
猪
野
瀬

10
か
村
合
併
の
、
後
半
部
に
は
龍
東
小
学
校
の

変
遷
の
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
碑
文
も
参
考

に
し
な
が
ら
そ
の
歴
史
を
た
ど
っ
て
み
る
。

　

こ
の
地
区
は
中
世
の
時
代
か
ら
平
泉
寺
の
影

響
を
強
く
受
け
、「
四
至
内
七
ケ
村
」（
若
猪
野
・

猪
野
・
猪
野
毛
屋
・
下
毛
屋
・
北
市
・
上
高
島
・

下
高
島
）、
あ
る
い
は
「
四
寺
内
十
カ
所
」）（
上

記
７
村
に
片
瀬
・
猪
野
口
・
畔
川
を
加
え
た
村
）

と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
慶
長
11
年
（
１
６
０
６
）

頃
の
「
慶
長
国
絵
図
」
に
は
、
若
猪
野
以
下
北

市
の
５
村
と
南
北
両
片
瀬
村
に
三
谷
村
を
加
え

た
８
村
が
「
真
木
田
村
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
て
明
治
22
年
（
１
８

８
９
）
の
町
村
制
施
行
で
、
三
谷
村
を
除
く
10

村
で
猪
野
瀬
村
が
成
立
し
た
。
し
か
し
戸
数
が

３
５
０
戸
に
届
か
ず
財
政
基
盤
も
弱
く
、
ま
た

大
正
末
に
は
学
校
建
築
に
か
ら
ん
で
村
内
に
対

立
が
生
じ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
昭
和
６

年
（
１
９
３
１
）
に
勝
山
町
と
合
併
し
た
。

　

次
に
学
校
の
変
遷
を
見
て
い
く
。
片
瀬
は
最

初
平
泉
寺
と
組
合
学
校
を
建
て
て
い
た
が
、
明

治
７
年
に
分
離
し
翌
年
仏
母
寺
を
仮
校
舎
と
し

て
開
校
。
明
治
11
年
に
尋
常
科
師
山
小
学
校
に

指
定
さ
れ
た
。
尋
常
科
龍
東
小
学
校
は
明
治
６

年
に
若
猪
野
の
長
谷
川
四
郎
左
衛
門
宅
を
仮
校

舎
に
し
て
、
片
瀬
を
除
く
猪
野
瀬
村
の
９
村
で

設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
同
13
年
に
２
年
前
に
新

築
し
た
ば
か
り
の
校
舎
が
全
焼
、
村
落
間
の
対

立
も
あ
り
２
校
１
分
教
場
が
設
け
ら
れ
た
。
猪

野
毛
屋
・
下
毛
屋
・
猪
野
が
分
離
し
て
弘
文
小

学
校
を
設
立
。
若
猪
野
・
猪
野
口
は
そ
の
ま
ま

龍
東
校
に
、
畔
川
・
上
高
島
・
下
高
島
・
北
市

は
同
校
の
分
教
場
に
な
っ
た
。

　

同
25
年
に
小
学
校
令
の
改
正
に
あ
わ
せ
て
龍

東
小
学
校
と
改
称
し
、
２
校
１
分
教
場
も
解
消

さ
れ
一
本
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
農
業
補
修
学

校
な
ど
の
併
設
が
あ
り
、
大
正
12
年
（
１
９
２

３
）
に
は
若
猪
野
尋
常
高
等
小
学
校
、
更
に
猪

野
瀬
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
し
か

し
、
勝
山
町
と
の
合
併
に
と
も
な
い
師
山
・
龍

東
の
２
校
は
廃
校
と
な
り
成
器
南
小
学
校
若
猪

野
分
教
場
と
な
っ
た
。

　

昭
和
22
年
の
新
学
制
で
国
民
学
校
に
代
わ
り

勝
山
町
に
は
男
女
共
学
の
成
器
東
と
西
の
２
つ

の
小
学
校
が
で
き
た
。
同
24
年
に
立
石
地
区
に

成
器
南
小
学
校
が
新
築
さ
れ
東
校
は
廃
校
と
な

り
、
若
猪
野
分
教
場
は
改
め
て
成
器
南
小
学
校

若
猪
野
分
教
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
同
34
年
、

分
教
場
が
閉
鎖
さ
れ
全
学
年
が
成
器
南
小
学
校

に
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「フリーランスで
　　生きると

いうこと」
「めだかの王様」

「心臓の力」
～休めない臓器はなぜ
「それ」を宿したのか～

川井　竜介／著
筑摩書房

岡田　潤／作・画
金の星社

柿沼　由彦／著
講談社

　仕事も生活も自由な反面、自ら不安や責任
を負う覚悟がいるフリーランス。「フリー」の
意味するものは？どんな仕事があるの？フリー
ランスと雇われることの違いとは…？四苦八
苦しながらも、生き生きと仕事に取り組む人
たちに学ぶ、自分の働き方を選び取るヒント。

　となりの工藤さんからゆずられ、西野家へ
やってきたメダカの鉢。本当の心を映すと、「王
様」が現れる。その鉢の底から、ガラスの小
ビンに入ったメッセージが見つかる。「最初に
これを手にした者こそが勇者。」小ビンを最初
に手にしたのは、ゆいの兄、けんとだった－。

　一日１０万回も拍動する心臓。それなの
になぜ、過労死しないのか。このミステリー
に挑んだ著者らを待っていたのは、心臓
に宿された身震いするような事実だった
－。従来の心臓観を変える、驚きと知的
興奮に満ちた新発見の記録。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年10月末 前年比

総件数 ３６８件 －２１件

人身事故
（うち高齢者）

２４件
（８）

－１４件
（＋３）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 ２７人 －１６人

物損事故 ３４４件 －７件

11月の納税

９月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 10月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,727人 6 －20 －14 12 －24 －12 11,701人 －26人
女 12,858人 9 －16 －7 9 －20 －11 12,840人 －18人
合　計 24,585人 15 －36 －21 21 －44 －23 24,541人 －44人
世帯数 8,067世帯 8,050世帯 －17世帯

人口の動き

国民健康保険税▶第3期　
納期限▶11月30日㈪　口座振替▶11月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪30

猪野瀬村役場跡
龍東小学校跡記念碑
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と

　

肝
炎
と
は
、
肝
臓
の
細
胞
に
炎

症
が
起
こ
り
、
肝
細
胞
が
破
壊
さ

れ
る
病
気
で
す
。
日
本
で
は
Ｂ
型

お
よ
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

に
よ
る
肝
炎
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
、
肝
硬

変
や
肝
が
ん
と
い
っ
た
深
刻
な
症

状
へ
の
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
事
業

　

市
で
は
45
、
50
、
55
、
60
歳
の

肝
炎
検
査
未
受
診
者
を
対
象
に
、

毎
年
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す

の
で
、
必
ず
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
県
で
も
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
可
能
性
が
高
い
未
受
診
者
に
対

し
無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
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行
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染
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感
染
し
て
い
る
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症
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も
肝
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能
検
査
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異

常
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す
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あ
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ま
す
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感
染
が
発
見
さ
れ
た
ら
定
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的
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医
療
機
関
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受
診
し
、
必
要
に
応

じ
て
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
大
事
で
す
。
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囲
へ
の
感
染
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防
ぐ
に
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歯
ブ
ラ
シ
、
カ
ミ
ソ
リ
な
ど
血

液
が
付
く
可
能
性
の
あ
る
物
を

共
有
し
な
い

• 

血
液
や
分
泌
物
が
つ
い
た
も
の

は
、
他
の
人
が
触
れ
な
い
よ
う

し
っ
か
り
包
ん
で
捨
て
る
か
流

水
で
よ
く
洗
い
流
す

• 

他
人
の
け
が
な
ど
の
手
当
を
す

る
時
は
、
手
袋
を
装
着
す
る
な

ど
血
液
や
分
泌
物
に
直
接
触
れ

な
い
よ
う
注
意
す
る

• 

乳
幼
児
に
口
移
し
で
食
物
を
与

え
な
い

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
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‐
０
8
8
8

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
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つ
い
て

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「宝探し！
金色の鉱物をさがそう！」

「親子で恐竜クリスマス
リースをつくろう！」

「フィリピンに
白亜紀の海の秘密を探る」

11月25日㈬、12月9日㈬

11月22日㈰
恐竜ふれあい教室

12月6日㈰
恐竜ふれあい教室

12月13日㈰
博物館自然教室

休館日のお知らせ

行ってみよう

湯ったり勝山
　10月4日は、越前大仏周辺で様々なイベント
が催されました。湯ったり勝山も無料休憩やマ
イステージを開催し、多くの方にご利用いただ
きました。
　マイステージでは、「ふくれんぼうくらぶさん」
によるバルーンアート体験が行われ、子どもか
ら高齢者の方まで幅広い
年代の方が、風船を膨ら
まし作品を作りました。
　この日はチャマゴン、
チャマリンが湯ったり勝山
に遊びに来ました。「湯っ
たり勝山の歌」に合わせ
た湯ったり体操にチャレ
ンジし、みんなで楽しく
身体を動かしました。
11月マイステージの予定
と　き▶11月15日㈰　午前10時30分～正午
内 　容▶踊りの披露（出演：勝 鉄二郎、北郷レクレー
ションクラブ）、ビンゴゲーム、カラオケなど

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

１１月～１２月は
「県下統一滞納整理推進月間」です
　県と市町が、税の滞納者への催告や滞納処分、
納税に関する広報活動などを集中的に実施します。
問　県税務課納税推進室　☎0776 ｰ 20 ｰ 0515
　　税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8101

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください


